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町
民
サ
ー
ビ
ス
と

財
政
基
盤
の
現
状�

2H13年／10月号�

　昭和２７年６月に東山見村と青島村、雄神村、種田村が合併して庄川町がで
きました。その後は新たな地域と合併することなく、庄川町は町民のためのま
ちづくりを５０年にわたり推進してきました。�
　もし、これらの村が未だに合併せずに存続していたら、現在の道路整備や農
業政策などの、まちづくりや住民サービスの向上は可能だったでしょうか。今、
庄川町が他の市や町と同様のサービスができるのも、５０年前の合併があった
からだと言えます。�
　そこで、今の行政サービスを今後も維持するために、将来に向けた行政改革
を合併という手段も含めて皆さんと一緒に考えてみましょう。�

市町村の合併は、借金があるから行
うのではありません。これか
らの市町村は国や県に頼ら
ず、自らの財源で町民が幸
せに暮らせる行政運営をしな
ければならないからです。�

義 務 的 経 費 � そ の 他 の 経 費 �
年　度� 投資的経費�

昭和54年度�

平成元年度�

平成11年度�

項　　　目� 昭和54年度�平成元年度�平成11年度�

人件費�公債費�扶助費� 物件費�補助費等� その他�維持修繕費�

29,672�

1.6�

2.7

11,275�

3.1�

8.0

68,921�

2.6�

1.3

14,664�

1.5�

2.5

20,129�

1.8�

4.6

21,371�

3.6�

1.8

3,744�

1.8�

1.2

7,655�

0.6�

1.6

※昭和54年度は決算額（単位：万円）、平成元年度及び11年度は昭和54年度を１とした倍数�

（単位：％）�

■ 歳　出�
年度別伸び（昭和54年度を１とする割合）�

■ 歳　入�

年度別決算の構成費割合�

　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
町

が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
町
の
財
政
を
平

成
11
年
度
決
算
と
10
年
前
あ
る
い

は
20
年
前
の
決
算
と
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。�

�

▼
歳
出�

● 

支
出
削
減
の
可
能
性
に
向
け
て�

　
町
を
運
営
す
る
に
は
町
職
員
や

町
民
を
代
表
す
る
議
員
、
選
挙
管

理
委
員
な
ど
の
行
政
委
員
が
必
要

で
す
。
ま
た
医
療
費
な
ど
は
減
ら

す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
義
務
的
経
費
は
な
か
な
か
削
減

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20
年
前
も
今
も
議
員
定
数
も
職
員

定
数
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

人
件
費
は
２
・
７
倍
に
な
り
医
療

費
な
ど
の
扶
助
費
も
１
・
６
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
公
債
費

（
借
金
返
済
）は
平
成
10
年
度
を
財

政
再
建
元
年
と
し
て
毎
年
２
億
円

余
り
の
繰
り
上
げ
償
還
に
努
め
て

い
る
た
め
、
構
成
比
は
20
・
３
％

と
高
く
、
伸
び
率
も
高
い
状
況
で

す
。�

　
次
に
、
そ
の
他
の
経
費
の
内
訳

を
見
る
と
、
行
政
が
取
り
組
む
仕

自
主
財
源�

依
存
財
源�

町 税 �
使用料及び手数料�
そ の 他 �

計�
地 方 交 付 税 �
国・県 支 出 金 �
町 債 �
そ の 他 �

計�
歳 入 合 計 �

20.2�
3.4�
11.4�
35.0�
27.8�
20.0�
14.3�
2.9�
65.0�
100.0

18.3�
0.6�
18.2�
37.1�
27.1�
14.2�
18.5�
3.1�
62.9�
100.0

20.2�
2.0�
11.7�
33.9�
38.5�
15.4�
7.8�
4.4�
66.1�
100.0



広
域
圏
合
併
研
究
会

の
取
り
組
み
状
況
は�

ま
ち
づ
く
り
は『
依
存

型
』か
ら『
自
立
型
』へ�

3 H13年／10月号�

事
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
事

務
費
が
必
要
に
な
り
物
件
費
は

２
・
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
補
助
費
な
ど
に
は
各
種
団
体
へ

の
補
助
や
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
、
水

記
念
公
園
の
運
営
委
託
が
あ
り
ま

す
が
、
砺
波
広
域
圏
事
務
組
合
な

ど
の
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
も

増
え
４
・
６
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
部
事
務
組
合
と
い
う
の
は
、

各
市
町
村
に
共
通
す
る
消
防
業
務

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
、
庄
川

の
水
害
予
防
事
務
、
水
道
業
務
、

介
護
保
険
事
務
な
ど
の
仕
事
を
、

町
が
単
独
で
行
う
よ
り
も
効
果
を

発
揮
す
る
た
め
互
い
に
資
金
を
出

し
合
っ
て
運
営
し
て
い
る
組
織
で

す
。�

　
投
資
的
経
費
は
、
公
共
施
設
の

建
設
や
道
路
改
良
な
ど
公
共
事
業

の
増
減
に
関
連
し
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
公
共
事
業
は
充
足
し
た
状
況

に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。�

�

▼
歳
入�

● 

町
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て�

　
自
主
財
源
は
、
町
が
条
例
に
基

づ
き
国
や
県
な
ど
に
頼
ら
ず
収
入

す
る
財
源
で
す
。
全
体
的
に
は
３

割
台
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
税
収

は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
２
割
程
度

の
割
合
で
、
な
か
な
か
伸
び
る
要

素
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
依
存
財
源
は
自
主
財
源
と
違
い
、

町
が
事
業
や
医
療
補
助
を
す
る
こ

と
で
国
や
県
か
ら
財
政
支
援
し
て

も
ら
う
ほ
か
、
さ
ら
に
資
金
が
不

足
す
る
分
は
町
債（
借
入
金
）で
補

っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
の
と
お
り

他
に
頼
る
財
源
で
す
。�

　
依
存
財
源
の
中
で
も
特
に
目
立

つ
の
は
、
地
方
交
付
税
で
す
。
年

度
を
追
う
ご
と
に
割
合
が
高
く
な

り
、
平
成
11
年
度
で
は
町
税
の
約

２
倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

は
元
を
た
ど
れ
ば
、
皆
さ
ん
が
税

務
署
な
ど
で
納
付
さ
れ
た
国
税
の

一
部
で
す
。
町
は
い
ず
れ
の
年
度

も
国
や
県
か
ら
の
依
存
度
が
収
入

合
計
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い

ま
す
。�

����

■
町
民
が
求
め
る
制
度
は
、
自
ら

の
責
任
で
築
く�

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
地
方
分

権
推
進
法
が
制
定
さ
れ
、
国
や
県

の
指
示
や
指
導
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
町
は
国
や

県
に
頼
ら
ず
独
自
に
町
民
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
情
報
公
開
や
さ
ま
ざ
ま
な
法
的

対
応
も
必
要
と
な
り
、
行
政
組
織

が
小
さ
く
て
も
、
よ
り
専
門
的
な

体
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

�

■
町
の
財
源
に
見
合
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を�

　
今
後
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
頼
る
割
合
を
減
ら
す
努

力
を
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
は

こ
れ
ま
で
で
き
る
限
り
の
行
政
改

革
と
事
務
改
善
、
財
政
再
建
に
務

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
町
が
収
入
で
き
る
財
源
は

無
限
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
す

し
、
組
織
や
財
政
能
力
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
化

や
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
福

祉
・
健
康
・
在
宅
介
護
な
ど
の
ほ

か
、
ゴ
ミ
処
理
対
策
や
上
下
水
道

事
業
な
ど
、
町
民
の
日
常
生
活
に

関
す
る
こ
と
は
最
優
先
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

����

　
砺
波
広
域
圏
で
は
「
砺
波
地
域

合
併
に
関
す
る
研
究
会
」
で
毎
月

話
し
合
い
、
今
年
度
中
に
各
市
町

村
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
書
を
作

成
し
、
各
市
町
村
長
に
提
出
さ
れ

ま
す
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
本
格
的
に
合

併
を
検
討
す
る
市
町
村
が
集
ま
り
、

「
合
併
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

将
来
の
新
し
い
建
設
計
画
や
各
種

制
度
調
整
が
始
ま
り
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
身
近
な

問
題
と
し
て
話
し
合
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　町民の皆さんも、近隣市町村の友人や
親戚の方と日頃の生活のことについて、
機会があれば話し合ってみてはいかがで
すか。「？」と思うことがあれば企画調
整課に電話またはＦＡＸ、Ｅメールで気
軽にご意見をお寄せください。�
電　　話　82－1905�
Ｆ Ａ Ｘ　82－3521�
Ｅメール　kikaku@town.shogawa.toyama.jp

合併に対する疑問や心配されるこ
とがあればお知らせください。　
砺波広域圏合併に関
する研究会で協議
し、より良いまちづ
くり計画の参考とさ
せていただきます。�

市町村合併は、町が無
くなることではありま
せん。新たなまちづく
りをすることです。�



　
庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
５
回
）が

９
月
14
日
か
ら
７
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
初
日
の
14
日
は
、
議
案
８

件
を
一
括
上
程
し
、
町
長
よ
り
町
政

報
告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の

説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
７
議
案
を
各

委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
17
日
に
は
建
設
委
員
会
、

18
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

付
託
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
最
終
日

20
日
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
付
託
さ
れ

た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。�

　
議
員
提
出
議
案
に
よ
り
、
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
決
算
認
定

７
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。�

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
庄
川
町
職
員
の
資
質
向
上
と

各
種
資
格
の
取
得
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て�

▼
庁
舎
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
有
効
利
用

に
つ
い
て�

　
　
今
年
２
月
か
ら
職
員
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
電
子
回
覧

版
な
ど
、
デ
ー
タ
の
共
有
化
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
、
情
報
伝
達
の
迅

速
性
と
情
報
の
一
元
化
を
進
め
て

い
る
。
今
後
、
９
月
に
町
例
規
集

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
次
に
職
員

の
休
暇
・
超
過
勤
務
申
請
、
平
成

14
年
か
ら
は
財
務
シ
ス
テ
ム
の
電

子
決
裁
や
旅
行
命
令
申
請
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。�

▼
期
限
付
き
有
言
実
行
に
つ
い
て�

　
　
用
地
交
渉
な
ど
相
手
が
あ
る

事
案
に
対
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
情

に
よ
り
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、

大
変
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。�

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
中
島
産
業
建
設
課
長�
�

▼
測
量
・
設
計
に
つ
い
て�

　
　
土
木
事
業
で
測
量
設
計
業
務

委
託
す
る
基
準
は
、
国
・
県
の
補

助
事
業
で
測
量
設
計
費
が
認
め
ら

れ
て
い
る
事
業
、
町
単
独
で
も
施

行
範
囲
が
広
範
囲
な
下
水
道
工
事

な
ど
の
測
量
設
計
、
用
地
を
分
筆

買
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
丈
量

測
量
及
び
物
件
移
転
に
伴
う
補
償

費
の
積
算
委
託
を
発
注
し
て
い
る
。�

▼
職
員
の
設
計
業
務
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
つ
い
て�

　
　
産
業
建
設
課
で
は
、
県
の
積

算
基
準
に
基
づ
く
積
算
系
と
汎
用

性
の
あ
る
図
面
作
製
系
の
２
系
統

を
職
員
が
操
作
し
て
い
る
。
測
量

設
計
業
務
委
託
の
成
果
品
で
も
電

算
用
デ
ー
タ
を
提
出
さ
せ
て
お
り
、

工
事
監
理
業
務
で
活
用
し
て
い
る
。

▼
測
量
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
活
用
に
つ

い
て�

　
　
こ
こ
２
、
３
年
間
の
測
量
設

計
デ
ー
タ
は
保
存
し
活
用
し
て
い

る
が
、
工
事
施
工
用
平
面
図
と
地

形
図
に
お
い
て
縮
尺
が
異
な
り
合

成
し
て
も
使
用
で
き
な
い
。
地
形

図
に
つ
い
て
は
、
不
要
な
箇
所
は

修
正
し
利
用
し
て
い
き
た
い
。�

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
雨
池
総
務
課
長�

�

○
職
員
の
資
格
取
得
な
ど
に
つ
い
て�

▼
産
業
建
設
課
に
お
け
る
各
種
資

格
な
ど
に
つ
い
て�

　
　
有
資
格
者
状
況
は
、
測
量
士

補
６
名
、
二
級
建
築
士
１
名
で
あ

る
。�

▼
福
祉
、
社
会
教
育
関
係
で
の
資

格
に
つ
い
て�

　
　
介
護
福
祉
士
５
名
、
介
護
支

援
専
門
員
３
名
、
社
会
教
育
主
事

８
名
で
あ
る
。�

▼
地
方
公
務
員
の
資
格
に
つ
い
て�

　
　
当
町
の
一
般
行
政
職
の
任
用

基
準
に
つ
い
て
は
、
上
級
、
中
級
、

初
級
と
い
っ
た
任
用
区
分
は
適
用

し
て
お
ら
ず
、
試
験
選
考
は
富
山

県
人
事
委
員
会
が
行
う
初
級
試
験

の
結
果
を
参
考
に
決
定
し
て
い
る
。

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

▼
資
格
取
得
の
補
助
な
ど
に
つ
い
て�

　
　
職
務
や
職
階
に
応
じ
、
職
員

の
資
質
の
向
上
と
公
務
能
率
の
増

進
を
図
る
た
め
に
、
社
会
教
育
主

事
や
大
型
特
殊
免
許
な
ど
の
取
得

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。�

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
教
育
関
係
に
つ
い
て�

○
中
学
生
の
海
外
研
修
旅
行
に
つ
い
て�

　
　
外
国
語
マ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、

そ
の
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
国
へ

研
修
ま
た
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
で

か
け
る
こ
と
は
極
め
て
有
効
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
費
用
、
日
程
な
ど
に
つ
い
て

学
校
当
局
、
父
兄
、
生
徒
、
町
民

の
意
見
な
ど
考
慮
す
べ
き
問
題
が

多
く
あ
る
。
ま
た
、
姉
妹
校
の
選

定
な
ど
も
検
討
課
題
で
あ
る
。
情

報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。�

○
教
育
環
境
に
つ
い
て�

▼
小
学
校
の
専
門
科
目
教
員
の
充

実
に
つ
い
て�

　
　
町
で
は
、
算
数
に
お
い
て
、

３
年
生
以
上
の
生
徒
に
ベ
テ
ラ
ン

教
師
を
配
し
て
担
任
教
師
と
の
テ

ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
。
き
め
細
か
な
授
業
で

生
徒
の
興
味
と
関
心
を
喚
起
し
、

効
果
が
あ
が
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。�

▼
中
学
校
教
師
の
事
務
作
業
の
軽

減
に
つ
い
て�

　
　
小
泉
首
相
が
遊
説
中
「
今
後

３
年
間
で
民
間
人
・
教
職
員
退
職

者
な
ど
約
５
万
人
を
全
国
小
・
中
・

高
の
補
助
教
員
と
し
て
採
用
す
る
」

方
針
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
県

も
再
任
用
制
度
を
検
討
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
験
者
が
教
育
現
場
の

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
教
師
の
補
助

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
事
務
軽
減
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。�

　  

質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

▼
小
学
校
近
辺
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て�

　
　
小
学
校
近
辺
の
道
路
の
ほ
と

ん
ど
に
つ
い
て
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
登
・
下
校
時
に
お
け

る
交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
は
、

学
校
を
通
じ
て
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
運
動
会
・
学
習
発

表
会
開
催
時
の
車
輌
の
混
雑
な
ど

の
交
通
安
全
上
の
問
題
を
多
く
抱

え
て
い
る
こ
と
も
十
分
認
識
し
て

い
る
が
、
今
す
ぐ
解
決
す
る
こ
と

は
か
な
り
困
難
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。�

　  

質
問
　
寺
井
武
彦
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て�

○
農
業
基
盤
整
備
の
用
水
路
の
改

4H13年／10月号�

答�

一
　
般
　
質
　
問�

質�

答�答�

答�答�答� 答�答�

質�

質�
答�答�答�

答�答�



修
及
び
排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て�

　
　
町
で
は
、
補
助
事
業
を
検
討

し
て
き
た
が
、
「
農
村
振
興
総
合

整
備
事
業
」
で
取
り
組
む
計
画
で

来
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
要
望

し
て
い
る
。
快
適
な
農
村
空
間
の

形
成
を
図
る
た
め
、
用
排
水
路
を

ど
の
よ
う
に
整
備
し
、
地
域
環
境

を
ど
の
よ
う
に
保
全
し
て
い
く
か

土
地
改
良
区
を
中
心
に
地
元
の
皆

さ
ん
で
議
論
し
て
頂
き
、
平
成
14

年
度
で
基
本
計
画
、
平
成
15
年
度

で
実
施
計
画
、
平
成
16
年
度
で
整

備
計
画
が
事
業
化
で
き
る
よ
う
に

県
と
協
議
し
て
い
る
。�

　
　
県
道
新
湊
庄
川
線
の
道
路
整

備
、
促
進
に
つ
い
て�

○
県
道
新
湊
庄
川
線
（
庄
、
五
ケ

地
内
）
の
道
路
整
備
、
促
進
及
び

ミ
ニ
区
画
整
備
に
つ
い
て�

　
　
旧
道
を
払
い
下
げ
し
て
整
形

田
と
す
る
に
は
、
高
率
な
国
・
県

の
補
助
が
望
め
な
い
の
で
、
相
当

の
受
益
者
負
担
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
砺
波
市
、
地
元
関
係
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。�

○
国
道
１
５
６
号
を
結
ぶ
交
通
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て�

　
　
五
ケ
交
差
点
か
ら
国
道
１
５

６
号
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
川
金

側
か
ら
五
ケ
交
差
点
ま
で
の
事
業

進
捗
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。�

　  

質
問
　
廣
橋
次
弥
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
児
童
・
生
徒
の
安
全
と
治
安
に

つ
い
て�

　
　
保
育
所
で
は
、
登
降
園
時
以

外
の
門
扉
の
閉
鎖
や
安
全
点
検
、

小
・
中
学
校
で
は
一
般
来
訪
者
の

名
札
着
用
、
登
下
校
時
の
校
舎
周

辺
巡
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
よ
る
街

頭
指
導
な
ど
実
施
し
て
き
た
。
町

民
が
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
様

に
、
各
地
区
２
〜
３
名
の
方
に
警

備
委
員
を
委
嘱
し
、
地
区
内
を
巡

回
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し

た
い
。
今
後
と
も
警
察
署
、
学
校
、

地
域
住
民
と
連
携
を
深
め
犯
罪
の

未
然
防
止
に
努
め
た
い
。�

　  

質
問
　
藤
永
　
皋
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
国
保
税
の
引
下
げ
で
減
免
制

度
の
改
善
に
つ
い
て�

　
　
当
町
に
お
い
て
は
、
短
期
保

険
者
証
を
発
行
し
て
、
で
き
る
だ

け
納
税
相
談
の
機
会
を
作
り
納
税

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て

い
る
方
は
い
な
い
。
生
活
が
著
し

く
困
難
に
な
っ
た
方
に
対
す
る
減

免
規
定
は
あ
る
が
、
減
免
申
請
を

さ
れ
た
例
は
な
い
。
ま
た
、
納
税

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。�

　
　
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て�

　
　
低
所
得
者
の
方
に
対
し
ま
し

て
は
、
国
の
制
度
や
町
単
独
の
制

度
を
設
け
て
、
少
し
で
も
家
計
の

負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
配
慮
し
て

お
り
、
今
後
の
対
応
も
十
分
議
論

し
て
い
き
た
い
。�

　  

質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　  

答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
中
学
校
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て�

　
　
町
教
育
委
員
会
で
も
教
科
書

調
査
員
、
採
択
協
議
会
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
。
東

京
書
籍
「
新
し
い
社
会
」
が
選
ば

れ
た
理
由
は
、
基
礎
的
な
内
容
を

平
易
な
文
体
で
表
現
し
て
あ
り
、

関
連
資
料
も
見
易
く
、
行
き
届
い

た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
今
後
の
歴
史
教
科
書
に
つ

い
て
は
、
日
本
の
歴
史
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
正
し
い
歴
史
認
識
に
基

づ
い
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教

育
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。�

　  

質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　  

答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
市
町
村
合
併
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て�

　
　
砺
波
広
域
圏
事
務
組
合
に
「
砺

波
地
域
合
併
に
関
す
る
研
究
会
」

が
設
立
さ
れ
、
将
来
計
画
や
現
況

調
査
及
び
分
析
を
行
っ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
判
断
材
料
と
な
る
よ
う

で
き
る
だ
け
早
く
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
年
度
末
あ
る
い
は
新

年
度
早
々
に
は
、
合
併
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
住
民
の
皆
様
に
対
し

て
よ
り
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し

な
が
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。�
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［条　例］�
▼庄川町雄神体育館条例の制定について�
中山間地域総合整備事業において建設する、庄川町
雄神体育館の条例を制定するものです。�

▼庄川町立児童館設置条例の全部改正について�
地方自治法の規定及び庄川町雄神体育館内に雄神児
童館を設置することに伴い全部改正するものです。�

▼庄川町公告式条例の一部改正について�
庄川町雄神体育館の駐車場及び進入路を整備するに
あたり、雄神地区の公告のための掲示板が支障とな
り、所在地を変更するものです。�

［予　算］�
▼平成13年度庄川町一般会計補正予算（第２号）�
追加補正額は148,863千円で、補正後の予算総額
4,038,512千円となるものです。非常持出し袋購入費
1,069千円、土地鑑定評価業務委託料2,169千円、農
村総合整備事業費32,336千円などです。�

▼平成13年度庄川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）�
追加補正額は5,353千円で、補正後の予算総額
533,833千円となるものです。平成12年度退職者医療
交付金精算に伴う返還金などです。�

［報　告］�
▼土地、建物の処分の専決処分について�
種子消毒施設建設用地に供するため、土地、建物を
売却するものです。�

▼平成13年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分について�
追加補正額は700千円で、補正後の予算総額705,173
千円となるもので、受益者負担金納付に伴う前納報
奨金の増加によるものです。�

［人事案件］�
▼庄川町教育委員会委員の任命に同意を求めることについて�
庄川町金屋1161番地　　田上　弘　氏　　再任�

［継続審査となった議案］�
▼平成12年度庄川町一般会計外６会計の歳入歳出決算の認定について�
▼決算特別委員会の設置について�
委 員 長　　　　池田　守正　氏　　　選任�
副委員長　　　　松田　吉孝　氏　　　選任�
委　　員　　　　藤井　　稔　氏　　　選任�
　  〃　　　　　  野村　政春　氏　　　選任�

［議員提出議案］�
▼庄川町議員定数検討特別委員会の設置について�
委 員 長　　　　小西　　巖　氏　　　選任�
副委員長　　　　藤井　　稔　氏　　　選任�



6H13年／10月号�

�����

美
し
い
環
境
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り�

  

●  

平
成
13
年
度
か
ら
10
年
間
の
町

の
計
画
で
あ
る
第
４
次
町
民
総
合

計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
要
し
た

経
費
　
　
　
　
　
　
３
３
４
万
円�

  

●  

介
護
保
険
の
導
入
に
伴
う
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
な
ど�

　
　
　
　
　
　
　
１，
０
２
４
万
円�

  

●  

児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
た
東

山
見
児
童
館
全
面
改
修
費�

　
　
　
　
　
　
２，
０
８
２
万
円�

  

●  

環
境
の
整
備
を
図
っ
た
東
山
見

保
育
所
の
改
修
工
事
な
ど�

　
　
　
　
　
　
　
３，
２
０
１
万
円�

  

●  

水
記
念
公
園
と
国
道
１
５
６
号

を
結
ぶ
町
道
第
12
号
線
改
良
工
事

な
ど
　
　
１
億
９，
９
５
７
万
円�

  

●  

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
、
除
雪
ド
ー
ザ
の
購
入
や
消
雪

装
置
の
設
置
・
改
修
工
事
な
ど
　

　
　
　
　
　
１
億
　
１
９
９
万
円�

  
●  

都
市
計
画
街
路
京
坂
線
の
新
設

工
事
や
物
件
移
転
費
の
ほ
か
、
県

営
工
事
の
負
担
金
な
ど
　
　
　
　

　
　
　
　
　
１
億
　
５
９
０
万
円�

�

希
望
と
活
気
に
満
ち
た
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り�

  

●  

雄
神
体
育
館
や
古
上
野
・
二
万

石
用
水
沿
の
水
辺
環
境
整
備
な
ど

　
　
　
　
２
億
４，
１
７
０
万
円�

  

●  

林
道
金
剛
寺
線
の
整
備
や
開
設

工
事
　
　
　
　
４，
２
５
１
万
円�

  

●  

弁
財
天
公
園
公
衆
便
所
の
建
替

え
に
要
し
た
経
費
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

１，
９
２
１
万
円�

  

●  

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
っ

た
各
種
融
資
制
度�

　
　
　
　
１
億
２，
３
４
３
万
円�
�

人
間
性
豊
か
な
文
化
の
ま
ち
づ
く
り�

  

●  

地
域
の
環
境
美
化
及
び
ゴ
ミ
の

分
別
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
ク

リ
ー
ン
ト
ピ
ア
事
業
費
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
５，
９
９
６
万
円�

  

●  

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
だ
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
　
　
　

　
　
　
　
　
　
１，
１
０
９
万
円�

  

●  

２
０
０
０
年
と
や
ま
国
体
剣
道

競
技
会
の
開
催
費
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
９，
８
９
０
万
円�

国
体
開
催
関
連
経
費
が

増
加
と
な
っ
た
が
、
農

林
水
産
業
費
で
減
少�

歳出（支出）�
みなさんの家計では� 町決算科目名�町決算額（万円）�全体に占める�割合（％）�一世帯当り（万円）�

節約できない経費�
（食費などの生活費）� 人件費�

住宅や車のローンの返
済金� 公債費�

家の維持に係る修繕費� 維持修繕費�

病院に支払う医療費� 扶助費�

子どもの学校に係る教
育費や保育料、生活
雑貨や住宅の管理費、
冠婚葬祭の費用、貯金、
友人への貸付などの
経費�

物件費�
補助費等�
積立金�
投資及び出資金�
貸付金�
繰出金�

公共施設や道路の建
設にかけられる経費。
皆さんの家庭では、住
宅の新築や自動車の
購入の経費�

普通建設事業費�

平成13年度に使える
余裕資金� 繰越金�

皆さんの家庭では、台風
などによる住宅改修費� 災害復旧費�

181

203

2

24

351

192

46

1,000

1

18.1

20.3

0.3

2.4

35.1

19.2

4.6

100.0

0.0

79,231

89,130

1,109

10,320

47,655�
65,471�
2,771�
2,214�
12,700�
23,143

83,985

20,046

437,831

56

　　　　１，０００万円の３世代同居の家庭で考えてみました。�

一般会計の基金残高（家計におきかえると貯金です）�

　 会 計 区 分 　 �

財 政 調 整 基 金 �
公 共 施 設 建 設 基 金 �
公 共 施 設 保 全 基 金 �
減 債 基 金 �
福 祉 基 金 �
農 村 環 境 創 造 基 金 �
そ の 他 の 基 金 �

計�

　 金 額 　 �

2億1,407万円�
256万円�
1,411万円�

1億   602万円�
1億5,320万円�
1,000万円�
1,761万円�

5億1,757万円�

各会計の町債残高（家計におきかえると新築のマイホームローンのようなものです）�

　 会 計 区 分 　 �

一 般 会 計 �

下 水 道 事 業 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 会 計 �

水 道 事 業 会 計 �

計�

　 金 額 　 �

47億   326万円�

25億4,279万円�

549万円�

4億9,582万円�

77億4,736万円�

平成１２年度町の決算状況です。金額こそ大きい

ですが、みなさんの家庭の家計簿と同じ仕組みに

なっています。�

　庄川町の平成１２年度の家計簿は、どのように

なっているか１，０００万円の収入がある世帯に置き

換えて見てみましょう。�



平成12年度�

7 H13年／10月号�

�����

・
自
主
財
源（
全
体
の
35
・
２
％
）�

　
歳
入
の
中
心
を
占
め
る
町
税
収

入
は
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
で
増
収

と
な
っ
た
も
の
の
、
個
人
町
民
税

や
固
定
資
産
税
が
大
幅
な
減
と
な

っ
た
た
め
、
全
体
で
４
・
４
％
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
自
主
財
源
の
中
で
伸
び

率
が
高
か
っ
た
使
用
料
及
び
負
担

金
は
、
訪
問
介
護
報
酬
手
数
料
な

ど
の
新
設
に
よ
り
、
４
・
６
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。�
�

・
依
存
財
源（
全
体
の
64
・
８
％
）�

　
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
利
子
割

交
付
金
は
、
郵
便
貯
金
の
満
期
に

よ
り
、
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
が
最
も

高
い
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付

税
に
お
い
て
１
・
５
％
の
減
少
と

な
っ
た
も
の
の
、
特
別
交
付
税
に

お
い
て
、
国
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
10
・
８

％
の
増
加
と
な
り
、
全
体
で
は
、

０
・
３
％
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
事
業
費
の
増
減
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

老
人
保
護
措
置
費
負
担
金
や
埋
蔵

文
化
財
遺
物
整
理
作
業
委
託
金
の

減
少
に
よ
り
14
・
９
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
支
出
金
に

つ
い
て
は
、
民
生
費
・
教
育
費
補

助
金
が
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
農

林
水
産
業
費
補
助
金
が
、
農
村
総

合
整
備
事
業
補
助
金
の
減
少
に
よ

り
30
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
に
つ

い
て
は
、
農
林
業
債
の
減
少
に
よ

り
、
21
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。�

町
税
収
入
が
落
ち
込
み
、
国
・

県
支
出
金
（
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
）
も

大
型
事
業
の
完
了
に
よ
り
減
少�

歳入（収入）�
みなさんの家計では� 町決算科目名�町決算額（万円）�一世帯当り（万円）�

サラリーマンの給料� 町税�

町では歳入に占める割合
が高く大切な財源です。皆
さんの家庭ではなかなかあ
てはまる収入はありませんが、
各種奨励金や福祉・医療
費助成、農林業関係の補
助収入のようなものです。�

国庫支出金�
県支出金�
諸収入�

家計を補うための家族
の収入（例えば家族の
年金や、病気や災害に
よって収入される生命
保険や損害保険）�

地方交付税�

住宅や車のローンによ
る借入金� 町債�

前年度からの繰越金
や預金などのように、
いざというときの蓄え�

繰越金�
財産収入�
繰入金�
寄附金�

年に何回か支給される
ボーナス�

地方特例交付金�
地方譲与税�
利子割交付金�
地方消費税交付金�
自動車取得税交付金�
その他�

土地などを貸し付けた
りして、得た収入です。�

分担金及び負担金�
使用料及び手数料�

204

163

408

65

1,000

67

54

39

20.4

16.3

40.8

6.5

100.0

6.7

5.4

3.9

89,210

19,358�
33,590�
18,281

178,676

28,340

437,831

21,524�
244�
7,594�
158

3,290�
5,997�
3,364�
7,084�
3,678�
415

7,369�
9,659

全体に占める�
割合（％）�

平成12年度庄川町の一般会計決算額を年収　　　　　

各会計の決算概況�
　 会 計 区 分 　 �
一 般 会 計 �

国 民 健 康 保 険 事 業 �
老 人 保 健 医 療 事 業 �
土 地 取 得 事 業 �
下 水 道 事 業 �
簡 易 水 道 事 業 等 �

計�
水 道 事 業 �

計�

　 歳 入 　 �
43億7,831万円�
5億2,839万円�
8億   296万円�
1億9,544万円�
5億8,189万円�

814万円�
21億1,682万円�
1億4,920万円�
66億4,433万円�

　 歳 出 　 �
41億7,785万円�
4億7,820万円�
7億8,218万円�
1億7,789万円�
5億6,013万円�

624万円�
20億   464万円�
1億4,916万円�
63億3,165万円�

特
別
会
計�



快
適
な
環
境
の
維
持
と
分
別
収
集
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。�

美
し
い
生
活
環
境
を�

　
　
　
　
守
る
た
め
に�

不
法
投
棄
に
つ
い
て�

後
を
絶
た
な
い
犬
の
フ
ン�

分
別
収
集
の
徹
底
に
つ
い
て�

ポイ捨て
禁止！
ポイ捨て
禁止！

8H13年／10月号�

　
普
段
、
何
気
な
く
見
て
い
る
美

し
い
庄
川
の
流
れ
や
緑
豊
か
な
山�

々
。
私
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
景

色
で
す
が
、
町
全
体
の
自
然
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
町
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
２

名
の
環
境
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、

週
１
回
の
巡
視
及
び
投
棄
物
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
回
収

量
は
す
で
に
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
約
10

台
分
に
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
影
響
も
あ
っ
て
、
電
化

製
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
は
タ
イ
ヤ
、
空
き
缶
な

ど
明
ら
か
に
山
林
に
投
棄
す
る
た

め
、
わ
ざ
わ
ざ
運
ん
で
き
た
よ
う

な
も
の
が
多
く
、
中
に
は
、
数
十

キ
ロ
も
離
れ
た
他
町
村
か
ら
運
ば

れ
た
ご
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
不
法
投
棄
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
環
境
モ
ニ
タ
ー

の
巡
回
や
郵
便
配
達
員
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
時
は
役
場
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
で
も
、
巡
回
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
捨
て
ら
れ
た
物
か
ら
、

捨
て
た
人
を
特
定
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
み
ん
な
で
監
視

の
目
を
光
ら
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

　�
���

　
散
歩
し
て
い
て
犬
の
フ
ン
を
見

つ
け
た
時
は
、
と
て
も
不
快
に
感

じ
ま
す
。�

　
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
や
広

報
な
ど
で
強
く
飼
主
の
方
に
マ
ナ

ー
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
、
処
理
袋
な
ど

を
携
帯
し
て
い
な
い
方
を
多
く
見

か
け
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
農
繁

期
に
畔
草
を
機
械
で
刈
っ
て
い
た

ら
フ
ン
が
飛
散
し
た
」
「
所
有
地

に
犬
の
フ
ン
が
多
く
放
置
さ
れ
困

っ
て
い
る
」
な
ど
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
今

後
さ
ら
に
犬
の
飼
主
の
方
に
マ
ナ

ー
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
飼

い
主
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が
大
切

で
す
。�

　�
�������

���

　
「
資
源
循
環
型
社
会
」
「
リ
サ

イ
ク
ル
」
ど
ち
ら
も
皆
さ
ん
一
度

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。
「
使
え
る
も
の
は
何

度
で
も
使
う
」
「
再
生
利
用
で
き

る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
」

と
言
う
気
運
が
高
ま
り
、
町
に
お

い
て
も
今
年
４
月
か
ら
白
色
ト
レ

ー
の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。�

　
社
会
的
な
気
運
か
ら
再
生
品
の

回
収
量
は
膨
大
に
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
回
収
品
に
だ
ぶ
つ
き

現
象
が
お
き
、
再
生
工
場
は
質
の

良
い
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
回
収
品
は
異
物
の

混
入
量
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
、
ラ
ン
ク
の
低
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
「
引
取
り
拒
否
」
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
か
ら
回
収
し
た
ビ
ン
や

缶
の
中
に
異
物
の
混
入
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
と
再
生
工
場
で
は
、
す

べ
て
の
資
源
・
不
燃
ゴ
ミ
を
受
け

取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
一
本
一
本
異

物
の
抜
き
取
り
作
業
を
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。�

　
町
民
み
な
さ
ん
の
、
さ
ら
な
る

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　�

���

　
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
庄
川
町
の

印
象
を
お
聞
き
す
る
と
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
「
自
然
に
恵
ま

れ
た
美
し
い
緑
豊
か
な
町
」
と
い

っ
た
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
自
然
の
恵
み
を
多

く
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

自
然
を
後
生
に
伝
え
る
の
は
私
た

ち
の
使
命
で
す
。
不
法
投
棄
、
ポ

イ
捨
て
、
犬
の
フ
ン
の
放
置
は
、

交
通
三
悪
な
ら
ぬ
環
境
三
悪
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
無
く
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
美
し
い
庄
川
町
を
守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。�

�



町のいろいろな事業所で、お世話になります。�

ご
協
力
い
た
だ
く
事
業
所
の
中
か
ら
、生
徒
の
受
け
入

れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。�

9 H13年／10月号�

　庄川中学校２年生72名は、11月５日（月）から９日（金）
の５日間、「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」に参加します。�

①趣　　旨　　行動範囲が広がり活動が活発になる中学２年生が、学校外で１週間の職場体験活動
や福祉・ボランティア活動などに参加することにより、規範意識や社会性を高め、将
来の自分の考えなど、成長期の課題を乗りこえるたくましい力を身につけることを目
的としています。�

②実施方法　　４名程度の班単位でそれぞれの事業所におうかがいし、連続して５日間活動します。
それぞれの事業所にお勤めの方を指導ボランティアとしてお願いし、仕事の方法を教
えていただきます。また、活動期間中は、自宅からそれぞれの活動場所へ通います。�

�
　中学校では、推進委員会を設立し、各団体の意見を聞きながら準備を進めてきました。今年度は
次の事業所でお世話いただくことになりました。�

　いろいろな業種の事業所があり、生徒たちも活動を楽しみにしています。期間中、町で２年生の
姿を見掛かけましたら、声を掛けていただければと思います。よろしくお願いします。�

・青島保育所�
・アユーズ庄川燃料センター�
・池田工業㈱石油部�
・ヴァローレ　リプロ店�
・Ａコープ庄川店�
・越中庄川荘�
・㈱おまき温泉スパガーデン  和園�
・太田配管㈱�
・雄神保育所�
・㈱沖田組�
・公立井波総合病院�

・コメリ庄川店�
・庄川峡木芸館�
・庄川ふれあいセンター�
・庄川町社会福祉協議会�
・庄川町商工会�
・庄川町役場�
・庄川郵便局�
・センダン電子㈱�
・第一編物㈱�
・種田保育所�

・㈱富山銀行庄川支店�
・富山県信用組合庄川支店�
・東山見保育所�
・ふなとの里�
・文苑堂書店庄川店�
・ヘアーステージ加粧�
・北陸雪花園�
・水記念公園管理運営協議会�
・やまぶき荘�
・ローソン庄川町示野店�

（50音順）�

　1週間、学業を離れ、地域企業での職場経験を
通じ、仕事の厳しさや楽しさを中学生時代に味わ
ってみる事にたいへん意義ある事業だと思います。�
　「嫌な事や、困難な事」に耐える気力、その中か
ら苦しみや楽しさを見いだす事を14歳の時代に
経験してみる事が、将来、社会生活を営む上で良
い経験となり、自信に結びつく事になるのではな
いでしょうか…。�
　仕事を経験してみて「親に対する感謝の気持ち」
が生まれ物資や金銭に対する有り難さが理解さ
れる事になれば、一層価値ある体験になるでしょう。�
　受け入れ側としても「感受性の高い14歳の生徒」
の気持ちを理解し、時には優しく、時には厳しく
指導することにより、将来に夢や希望が育まれる
闊達で積極的な精神が宿る教育の一環となるよう、
共に学びたいと考えています。�

センダン電子㈱�

　中学生の受け入れについては、短い期間での「職
場体験」を含め今回で4回目になります。「今年は
どんな生徒が来るのだろう」と、毎年楽しみにし
ています。�
　私の仕事は「園芸」という、中学生にとっては
人気の少ない職種ですが、毎年来てくれる生徒の
皆さんは、一生懸命頑張ってくれているのでとて
も満足しています。�
　今の中学生にとって、これからの社会はとても
厳しいものになると思います。だからこそ「14歳
の挑戦」という研修が、これからの人生の良い勉
強となると思うので、有意義に過ごして欲しいと
思います。�
　今度の受け入れは、これまでにない5日間と聞
いています。みんなが来てくれるのをとても楽し
みにしています。�

北陸雪花園�



《イギリスのスポーツ》�

10H13年／10月号�

鵡川町を襲った台風１５号�国  際�
No.８０�

むかわ�
No.６５�

ジョン
のイギリスあれこれ！

第１６次庄川町日中友好訪�
中団派遣事業に参加して�

　イギリスと日本のスポーツについて聞いてみま
した。�
Ｑ：庄川町の小・中学校の運動会はどうでしたか？�

Ａ：運動会にかける意気込みや時間のかけ方、各
団の団結力や応援の仕方などイギリスと違ってい
たので、昨年初めて見た時は驚きました。�
また、全員の生徒が役割をもっており、特に吹奏
楽部は何週間もかけて練習に励んでいることに感
心しました。とても素晴らしい運動会でした。�
Ｑ：英国の小・中学校には運動会がありますか？�

Ａ：日本のような団体競技が多い運動会ではなく、
主に個人の陸上競技ばかりです。種目としては、
100ｍ競走やハードル競走、高飛びや幅跳び、そ

れにやり投げな
どがあります。�
Ｑ：イギリスで盛んなスポーツを教えてください。�

Ａ：何と言っても、SOCCER（サッカー）がずば
ぬけて盛んに行われ、チーム数は日本より多いで
す。それにRUGBY（ラクビー）はイギリスが発祥
地だと言われています。この他にもCRICKET（ク
リケット）があり、日本ではあまりなじみがあり
ませんが、野球に似たスポーツです。イギリスの
人は野球をほとんどしません。�
　各国の人気スポーツを見ると、その国の国民性
がわかるような気がします。�

庄川町外国語指導助手 ジョン・ショート�

　北海道上空に停滞した秋雨前線と台風15号に
よる大雨の影響で、鵡川町を含む胆振東部の各
町では土砂崩れや道路の冠水、家屋への浸水、
河川のはんらんなどの災害が多発しました。�
　一級河川「鵡川」も一時は危険水位を１ｍ以
上も超えたため、「水防警報」と「洪水警報」
が発令され、自主避難と避難勧告を合わせて約
200人の方が最寄りの避難所へ緊急避難され不
安な一夜を明かされました。�
　また、収穫前の農産物に泥水がかぶる深刻な
被害の発生や、海産物のホタテ貝の養殖にも影
響が出るなど、今後の住民生活に大きなつめ跡
を残した。「これだけの大雨を経験した事がな
い」と鵡川町の方々は言っておられます。�
　「災害は忘れた頃にやって来る」と言います
が、ぜひ今一度「防災」について考えてみては
いかがでしょうか。�
　鵡川町で被害にあわれた方々に、心よりお見
舞い申し上げます。�
　　　　　　　　　鵡川町派遣職員　古澤孝之�
　　　　　　　　　　（庄川町総務課主任）�

��

　日本を離れ、最初に目にしたのは北京空港。
関西空港にも勝るとも劣らない建物に変わり、
以前の旅では想像もできないものでした。�
　印象に残った場所をいくつか紹介すると、先
ず世界遺産「四方街」です。石畳の道をはさん
で古い建物が両側に建ち、京都の高瀬川、城之
崎を思わせるような光景で感動しました。�
　次に、きれいな池の周囲に作られた公園「胡
蝶泉」。今は蝶の姿を見ることはできなくなっ
たが、昔は春から初夏にかけて無数の蝶が泉の
周囲に現れたそうです。今は幸せを求める人の
集まりと化していました。�
　３つめは「石林」。地殻変動により出来た地
形で、地上に現れたものとしては珍しいものです。
「道に迷うと帰れない」とのガイドさんの言葉
を肝に銘じ、石峰を上り下りしました。�
　今回の旅行は①中国への親しみ②団員との話
し合い③中国少数民族と会話をすることができ、
たいへん有意義な５日間となりました。�

「鵡川」の増水で冠水したテニスコートのネット�

飯田陽久（筏）�

中学校運動会でＰＴ
Ａの綱引きに参加す
るジョン・ショート（前
から6番目）�

い ぶ り �

し ほ う が い �

せ き り ん �

こ �

ちょうせん�



11 H13年／10月号�

工 事 等 入 札 結 果 �

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

29,505,000�

5,145,000�

4,956,000�

10,342,500�

8,085,000�

6,153,000�

5,197,500�

1,806,000�

1,837,500

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�工事箇所�

林 道 横 住 奥 山 線 開 設 工 事 �

庄 川 美 術 館 屋 上 改 修 工 事 �

町道第５号線排水溝設置工事�

金屋４号汚水中継ポンプ設置工事�

町道第224号線外１路線汚水管渠�
布設工事�

県道新湊庄川線汚水管渠布設工事�

種田１号汚水中継ポンプ設置工事�

湯 谷 つ り 橋 修 繕 工 事 �

平成1 3年度漏水調査業務委託�

９月４日から�
１１月３０日まで�

９月3日から�
１１月3０日まで�

９月3日から�
１０月3１日まで�

９月１7日から�
１２月１４日まで�

９月１8日から�
１２月１４日まで�

９月１8日から�
１１月１5日まで�

９月１8日から�
１２月１４日まで�

９月１7日から�
１０月１０日まで�

９月１７日から�
１２月２８日まで�

横 住 �

金 屋 �

青 島 �

金 屋 �

五 ケ�

青 島 �

五 ケ�

湯 谷 �

一 円 �

番号�

㈱ 神 　 　 下 　 　 組 �

木 　 村 　 産 　 業 ㈱ �

水 　 上 　 工 　 業 ㈱ �

藤 　 森 　 工 　 業 ㈱ �

㈱ 松 　 本 　 建 　 設 �

㈱ 神 　 　 下 　 　 組 �

㈱ 竹 　 部 　 工 　 業 �

㈱ 竹 　 部 　 工 　 業 �

フジ地中情報㈱富山出張所�

（８/２１～９/２０）�
工事期間中は、町民の皆さんにたいへんご迷惑をおか
けしますが、ご協力お願いします。�

　
先
日
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
行
わ
れ
た
「
資

源
回
収
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
家
に
あ
る
雑
誌

な
ど
の
整
理
を
し
て
い
る
と
資
源
ゴ
ミ
と
し

て
出
す
量
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
、
改
め
て

ゴ
ミ
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、

読
ま
な
く
な
っ
た
絵
本
で
い
た
み
の
少
な
い

も
の
は
、
保
育
所
で
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
、
別
に
よ
け
て
お
き
ま
し
た
。
し
か
し

学
年
に
応
じ
て
与
え
て
い
た
教
材
品
な
ど
は

４
人
も
子
ど
も
が
い
る
と
、
な
ん
と
多
く
出

て
く
る
こ
と
か
。
小
さ
い
頃
の
教
材
品
な
ど

は
見
向
き
も
し
て
く
れ
ず
今
や
我
が
家
で
は
、

完
全
な
不
用
品
で
す
。�

　
こ
の
「
ゴ
ミ
」
と
し
て
出
す
し
か
な
い
品�

々
を
見
て
い
る
と
、
ま
だ
十
分
に
使
用
で
き

る
も
の
も
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
利
用
で
き

な
い
か
と
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
私
の
家
で
は
使
え
な
く
な

り
、
や
む
を
え
ず
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
い
る

も
の
で
も
、
他
の
家
で
は
ま
だ
ま
だ
喜
ん
で

使
っ
て
も
ら
え
る
も
の
が
、
あ
る
と
思
い
ま

す
。�

　
家
庭
で
は
不
用
と
な
っ
た
自
転
車
や
家
具

な
ど
、
ま
だ
十
分
使
用
で
き
る
品
物
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
な
み
へ
持
ち
込
め
ば
、

少
し
手
を
加
え
て
再
利
用
品
と
し
て
必
要
な

方
に
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。�

　
町
の
広
報
な
ど
に
「
ゆ
ず
り
ま
す
・
求
め

ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
不
用
品
の
情

報
を
積
極
的
に
提
供
さ
れ
る
の
も
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
れ
か
ら
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
町
の

分
別
収
集
や
各
種
団
体
の
資
源
ご
み
回
収
に

大
い
に
参
加
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
再
使
用
、

再
生
利
用
に
お
互
い
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。�

　
現
在
の
生
活
の
あ
り
方
を
改
め
て
見
直
し
、

資
源
循
環
型
の
社
会
に
心
掛
け
、
き
れ
い
な

町
、
き
れ
い
な
地
球
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。�

『 
ゴ
ミ
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

』�

『 
ゴ
ミ
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

』�

町政モニター�

島田　よお子�

�

富山市�

里子建具付近�

小 川 原 地 内 �

梅本明男宅～梅本紀二三宅�
松田雄一宅～寺井昭信宅�

石黒政義宅～米道有正宅�

梅本紀二三宅前�



日本一の
プレーを

披露�

日本一の
プレーを

披露�

バレーボール教室を開催�バレーボール教室を開催�

優勝賞金�30万円�
優勝賞金�30万円�

出場者大募集！�

あなたがこのステージの審査員！�

当日の審査は一般観覧者の投票によ
り優勝者を決定�
■ ステージをご覧になりたい方へ�
入場料　２，０００円（フリードリンク・フリーフード）�

� 駐車場において大縁日も開催します！�

12H13年／10月号�

　９月15日（土）Ｖリーグの女王、東洋紡オーキスの
選手による公開練習、バレーボール教室などが行わ
れました。これは、スポーツ指導者招へい事業の一
環として行われたもので、一流のプレーを見て子ど
もたちに「感動と夢」を与え、スポーツへの積極的
な活動を促進しようとする企画です。�
　公開練習では、歓声があがるほどの日本一のプレ
ーに観客の皆さんは堪能されました。�
　その後、庄川町と井波町の小中学生、高校生合わ

せて約120名がバレーボール教室に参加し、
トス・レシーブ・スパイクなどの基本プレ
ーを学びました。柳本晶一監督からの指示
を受け、憧れの吉原知子、江藤直美選手か
ら手取り足取りの指導を受け、緊張と喜び
にほおを紅潮させながら懸命にボールを追
っていました。また、町のバレーボール指
導者が柳本監督を囲んでスポーツ座談会も
行われ、日頃の指導の悩みなどを話し合い
ました。�
　将来、子どもたちの中から、オリンピッ
クに出場する一流の選手が生まれることを
期待します。�

日　　時　10月28日（日）�
　　　　　午後１時～５時�

場　　所　Ｆ☆ＳＰＯＴ�

漫才、落語、一発芸、その他
お笑いであれば一切ジャンル
は問いません。プロでもアマ
でも面白ければすべて良し！�

申込方法　指定用紙を記入の上、郵送またはＦＡＸで申
し込みください。�

　　　　　※用紙はふれあいセンターにあります。�

問 合 先　町教育委員会教務課内�
　　　　　「笑うＦ☆ＳＰＯＴ実行委員会」�
　　　　　TEL 82－5007　　FAX 82－6431



川がむ
すぶ　

ふるさ
と市� 水 記 念 公 園 �

10/13・14
（土）　

　　　（
日）�

午前10時�
▼�

午後４時�
　庄川流域の13市町村の
特産品を展示即売。楽し
いイベントが盛りだくさ
んです。�

※期間中は、特産館・ウッドプラザにおいて、庄川挽物に
限り２割引で販売します。�

第１０回 町民スポーツ・レクリ
エーション祭で汗を流そう�

フレッシュテニス教室�
受講生募集�

第１０回 町民スポーツ・レクリ
エーション祭で汗を流そう�

フレッシュテニス教室�
受講生募集�

第１０回 町民スポーツ・レクリ
エーション祭で汗を流そう�

フレッシュテニス教室�
受講生募集�

13 H13年／10月号�

第27回町内対抗ソフトボール大会�
と　き　９月４日（火）～�
ところ　町民運動場�
参加チーム数　12チーム�
　１位　24区　　２位　27区�
�
第４回町民パットゴルフ大会�
と　き　9月16日（日）�
ところ　庄川パットゴルフ場�
一般の部（参加者41人）　１位　松井　仁　　２位　原田　清�
シニア、レディース、ジュニアの部（参加者12人）�
　　　　　　　　　　　　１位　山下史代　　２位　中田博明�

「ホール　イン　ワン」とれるかな？　第４回町民パットゴルフ大会の様子�

日　時　１０月７日（日）　午前８時３０分～�

場　所　町民運動場�

　　　　（雨天の場合　町民体育センター）�

プログラム�

　　　　種　　　目 開始予定時刻�

① ジャンケン満水レース ９：００�

② ボール３兄弟 ９：３０�

③ ３段式玉入れ １０：００�

④ １００人乗っても大丈夫 １０：３０�

⑤ フットワークを生かして １１：００�

⑥ 男女混合綱引き １１：３０�

日　時　10/20、27�

　　　　11/10、17、24（土）�

　　　　19：30～21：30�

場　所　勤労者体育センター�

申込先　教育委員会体育課�

ＴＥＬ　82－5109

利賀村�
マタタビ酒�

福野町�
ハチミツ�

大門町�
だるま凧�

荘川村�
山菜・もち�

高岡市�
高岡銅器�

高鷲村�
ひるがのプリン�

上平村�
赤かぶ�

新湊市�
しろえび�
ホタルイカかき餅�

砺波市�
大門素麺�

井波町�
井波彫刻�

平　村�
とちもち�

大島町�
ヘチマグッズ�

庄川町�
ゆず加工品�



いつまでもお元気で・・・�

元気の秘
訣を�

お聞きし
ました�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

おじいちゃん、おばあちゃんこれからも、健康に気をつけてお元気でお過ごしください。�

県での米寿対象者　大正２年４月１日～大正３年３月31日までの間にお生まれになられた方�

14H13年／10月号�

　9月12日（水）、米寿
（数え88歳）を迎えら
れた28名の皆さんに、

富山県からお祝い状が贈呈されました。�
　その中から、山森すみさん（三谷）にお話をお
聞きしました。�
　元気のパワーは、なんと言っても野菜を中心
とした食事だそうで、すべて自分の畑で作った
ものを食べているそうです。「自分の身体は自分
で守っていかんなん」と、決して無理はせず、疲
れたら休むことが健康の秘訣だとか。一番の楽
しみは、近所の友だちとのおしゃべりや、毎日、

テレビや新聞を見ることだそうです。�
　「戦中、戦後のつらい時代のことを思うと、今
の平穏な社会
がとても幸せ
だと感じられる。
人に憎まれな
いように、人
に愛されるよ
うに。」とお話
くだった言葉
がとても印象
に残りました。�

　９月18日（火）今年100歳を迎えられた島田かのさん（青島）に、
内閣総理大臣からのお祝い状と金盃を町長より手渡されました。�
　島田さんは足が少し弱っておられるものの、手を添えてあ
げればゆっくりと歩くことができます。顔がとてもつやつや
しておられるので秘訣を聞くと、「食事は好き嫌いせず３度３
度きちんと食べるから」とお話くださいました。足が思うよ
うに動かず外へはなかなか出られないので、ゆっくりとテレビ、
特に相撲を見ているのが一番楽しいそうです。�
　「みんなに支えてもらって、今日まで送らせてもらった。
ありがたい」と手を合わせて感謝しておられました。�

「人に憎まれないように、人に愛されるよ
うに」とお話くださった、山森すみさん�

手を合わせ、長生きに感謝される島田かのさん�

町での米寿対象者　大正３年１月１日～大正３年12月31日までの間にお生まれになられた方�

　９月21日（金）ふれあいセンターにおいて敬老
会を開催しました。�
　今年は金婚（10組）、傘寿（数え80歳）58名、米
寿（数え88歳）35名の皆さんを招待しお祝い品を
贈呈しました。式典終了後には東山見保育所と
種田保育所の4歳児によるかわいらしい踊りや歌を、
また、あじさいグループの皆さんによる民踊を

見て、楽しいひとときを過ごされました。�
　数え75歳以上の高齢者の皆さんには「いきい
き利用券」で温泉につかってゆっくりと一日を
過ごしていただきたいと思います。�



各分野でボランティア実施される�

防災ヘリコプターが�
町にやって来た！�

15 H13年／10月号�

　「自分の仕事を通じ、世の中に奉仕して行こう」
と、会員27名（内町内13名）で活動されておられ
るのが、井波庄川ロータリクラブの皆さんです。
公共施設や道路などの「ゴミ０運動」や留学生
の交流事業なども実施されています。�
　また、老人ホームへの慰問も行われており、
８月29日にはケアポート庄川での「八乙女一座（井

波）」の公演を企画されました。心温まる演技に
手を叩いて喜ぶお年寄りの顔を見ることができ
ました。�
　ロータリークラブ理事の大谷貞夫さん（金屋）は、
「今後も老人ホームへの慰問や、地域につなが
る奉仕活動を増やしていきたい。」とお話くだ
さいました。�

　各分野でボランティアを実施されている「井波・庄
川ロータリークラブ」の皆さん�

▼ケアポート庄川での公演の一場面（八乙女一座）�

▼
�

　９月24日（月）雄神地区農村公園において、
雄神地区自主防災組織、富山県防災航空セ
ンターを始め関係機関や各種団体の皆さん
の協力を得て雄神地区総合防災訓練を実施しました。�
　今回の訓練は、金剛寺地内の山林で火災が発生し、
多くの民家への延焼の恐れがあるとの想定で、富山
県防災航空センターのヘリコプターによる上空偵察、
空中消火散水訓練や避難誘導訓練を実施しました。�
　また、バケツリレーによる初期消火や消火器訓練、
非常食の試食、大震災が体験できる機材を使用した
起震体験が行われ、参加された皆さんは、真剣な表
情で取り組んでおられました。�
　有事に備え日頃より防災グッズの点検や避難場所
の確認に努め、災害に強いまちづくりに努めましょう。�

バケツリレーによる初期消火活動の様子（右）と、県防災ヘリコプターに
よる上空偵察（左上）�
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小
学
校�

中
学
校�

あっ！ ぼくの家が見えた�あっ！ ぼくの家が見えた�

見つけ出そう自分たちの本気、探し出そう、笑顔と感動の涙を！�見つけ出そう自分たちの本気、探し出そう、笑顔と感動の涙を！�

　今年の中学校の体育大会は、台風15号の影響が心
配されていました。しかし、当日の９月９日（日）は
早朝から快晴に恵まれ、生徒たちは元気に顔をそろ
えました。�
　例年は２団編成でしたが、今年は３年生が３クラ
スのため、赤・白・青の３団編成で行われました。
そのため騎馬戦を総当たり戦にしたり、ＰＴＡの綱
引きを１・２年合同とするなど、生徒会が中心にな
り、競技内容や進行に工夫がこらされていました。
また、生徒たちの係活動も能率良く展開されており、
日頃の学校生活の様子がうかがわれるような充実ぶ
りでした。�
　１年生の生徒たちに感想を聞いてみました。�
Ａさん：暑かったけど、とても楽しかったです。�
Ｂさん：小学校の運動会も楽しかったけど、中学校

の体育大会はそれとは全然違っていて、す
ごくおもしろかったです。�

Ｃさん：自分たちで計画したことが、本当に実施で
きるなんて思ってなかったので、感動でし
た。�

　２学期は新人戦や学習発表会、合唱コンクールな
どが予定されています。子どもたちのこれからの成
長が、また楽しみになってきました。�

　子どもたちは、教室で学習したことが日頃の自分
たちの生活と関わりがあることを実感できるように
なると、身近な社会や自然などへの興味・関心を一
層高めていきます。�
　４年生の子どもたちは、１学期に社会科で「人々
の安全を守るしくみや働き」について学習してきま

した。警察官の方々が人々の安全を守るための設備
や工夫について調べ話し合いをしてきました。しかし、
資料や関係図書だけでは実際の様子がよく分からな
いところもあります。�
　そこで、９月７日、校外学習として県警察本部へ
出掛け、交通安全など人々の安全なくらしを守るた
めのしくみについて見学し、お話を聞いてきました。
見学の最中にも110番通報が入り、一瞬のうちに事故
現場の地図が大画面に映し出されることに驚き、じ
っと見入っていました。また、住所を言っただけで、
その大画面に地図が映し出されます。「あっ、ぼく
の家が見える！」県警本部のスクリーンに自分の家
が映っているのです。�
　子どもたちは、自分たちの安全を守るしくみや、人々
の働きについて実感を深めることができたようです。�
　この後、他の学年においても、校外での学習を予
定しています。�

２人で力を合わせる「友情パワーでGO！」�

県警本部での説明を、真剣に聞く４年生の子どもたち�
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　どっしりとした風格のある牛の背に織り姫と彦星が寄り添

ってのっています。�

　天にのぼった恋人たちが大河によって引き裂かれ、一年に

一度の逢瀬を楽しむ七夕の伝説を、石の肌合いを見事に生か

して、あたたかさと厳粛さが備わったスケールの大きな彫刻

に仕上げました。�

　外次郎は昭和６年から約２年間パリに留学し、彫刻家ブー

ルデルの構築性の強い作品に影響を受け、古典石彫を学びま

した。30歳の頃、知り合いの中国人に孔子・孟子の東洋思想を

学ぶ機会があり、それが後の制作に深く関わり、代表作には東

洋的テーマを追求した独創性に富んだ作品が多く見られます。�

　「天の川」は西洋に学びながら、日本人であること、故郷の風

土性を大切にした外次郎彫刻の特徴がよくあらわれている秀

作です。�
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◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9：30～18：00�
　金　曜　日　　9：30～20：00　�
　土・日曜日　　9：30～16：00�
◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　     1日、8日、15日、22日、29日�
　振替休館　　　  9日�
………………………… 本の寄贈 …………………………�
　藤掛宗信様より、ご本人の書かれた『黄金の里』を
寄贈していただきました。図書館の蔵書として広く活
用させていただきます。ありがとうございました。�
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フリーマーケット「庄川なんでも市」開催します�
日　時　10月28日（日）　午前９時～午後１時�
場　所　庄川町水記念公園　�
問合先　庄川なんでも市実行委員会�
　　　　庄川町商工会内　　82－1155

小 説 �
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未練�
マリッジ�
ＺＥＲＯ　上・下�
箸墓幻想�
中陰の花�
暗い宿�
ふぐママ�
ダメな女�
プロジェクトＸリーダーたちの言葉�
�
おじいさんは山へ金儲けに�
稼ぐ人　安い人　余る人�
�
生�
トラックくんどこいくの？�
�
プーさんたちのむしとり�

乃南　アサ�
森村　誠一�
麻生　　幾�
内田　康夫�
玄侑　宗久�
有栖川有栖�
室井　　滋�
村上　　龍�

�
今井　　彰�
村上　　龍�

�
キャメル・ヤマモト�

柳　　美里�
�

マイケル・グレイニエツ�
�

ほか多数�
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■新着図書�

喧嘩で人を殺した仮釈放中の青年と、
犯罪者の矯正に絶望した刑務官。彼
らに期限は３ヶ月、報酬は１０００万円の
仕事が持ちかけられた。それは、記憶
を失った死刑囚の冤罪を晴らすこと
だった。第４７回江戸川乱歩賞受賞作品。�

「１３階段」�
　　　　高野　和明　著�
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10/5～11/5

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

11/1�

2�

3�

4�

5

第5回秋季町民野球大会　8：00～　町民運動場�
第7回会員親善パットゴルフ大会　13：30～　庄川パットゴルフ場�

女と男料理教室　19：00～21：30　いきいき館（働く婦人の家）�

小学校青空給食　12：20～13：00　小学校周辺�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

小学校就学時健康診断　13：30～　小学校�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第19回庄川町芸能まつり　12：30～　ふれあいセンター�
中学校学習発表会　9：00～　中学校�
笑うＦ☆ＳＰＯＴ　13：00～　Ｆスポット�

集合税第5期納期限�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター　 �

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

町功労表彰式、文化講演会　13：30～　ふれあいセンター�

11月号広報発行日�
社会に学ぶ「14歳の挑戦」（～9日）　各事業所　 
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※この他の新着図書は、庄川町ホームページで紹介しています。�



〈一般診療〉�
10月14日（日） ふくの若葉病院（福野） 　23－1011�
10月21日（日） 細川産婦人科クリニック（福光） 52－2000�
10月28日（日） 正 木 医 院（福光） 52－0876�
11月  3日（土） 松田外科医院（城端） 62－2168�
11月  4日（日） 山見内科医院（井波） 82－8200�
〈歯科診療〉�
10月14日（日） 細川歯科医院（城端） 62－0250�
10月21日（日） 仲村歯科医院（福野） 22－2659�

10月28日（日） 野田歯科医院（小矢部） 68－0388�

11月  3日（土） 渡辺歯科医院（小矢部） 61－2002�

11月  4日（日） 上田歯科医院（小矢部） 67－0250

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健康診査�

胃・大腸がん検診�

子宮・乳がん検診�

子宮・乳がん検診�

育 児 相 談 �

離乳食相談会�

食生活相談（血液検査）�

健 康 相 談 �

麻しん予防接種�

�

ポリオ予防接種�

H13.7月生�

�

希 望 者 �

�

希 望 者 �

H12.11～H13.2月生�

希 望 者 �

希 望 者 �

H11.7～�
H12.6月生�

H7.4～�
H13.6月生�

砺波保健所�

�

保健センター�

�

青島児童館�

�

保健センター�

�

�

�

保健センター�

午後 1：0 0 ～ 1：3 0 �

午 前 8：3 0 ～ 9：3 0 �

午 後 1：0 0 ～ 2：0 0 �

午 前 8：3 0 ～ 9：3 0 �

午前10：00～11：30�

午 後 1：0 0 ～ 1：1 5 �

午 前 9：0 0 ～ 9：3 0 �

午前9：30～12：00�

�

�

午 後 1：0 0 ～ 2：0 0
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10月30日�

10月23日�
�

1 1 月 3 日�

1 1 月 2 日 �

10月11日�

1 1 月 9 日 �

毎週金曜日�

10月9日�
～19日�

10月31日�

0766

0766

0766

南部医院・平川医院�
（但し日曜休診）�

H13年／10月号�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

10/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

19

くらしのカレンダー�
（診療時間　午前9時～午後5時）�

■日曜・祭日連絡医院■�中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第10回町民スポーツ・レクリエーション祭　8：30～　町民運動場�

21世紀まちづくり会議（青島地区30歳代男性）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19：30～　Ｆスポット�
子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

町民大学ふれあい講座｢運動と健康｣�
　　　　　　　　　　　　　14：00～15：30　ふれあいセンター�
介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

ふれあい友の会鑑賞会｢川中美幸コンサート｣�
　　　　　　　　　　　　　19：00～21：00　オーバード・ホール�
21世紀まちづくり会議（東山見地区30歳代男性）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19：30～　Ｆスポット�

庄川流域特産市（～14日）　10：00～16：00 水記念公園�

第6回町長杯ペタンク大会　8：15～　町民運動場�
第31回町民テニス大会　10：00～　閑乗寺テニスコート�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

21世紀まちづくり会議（雄神地区30歳代男性）�
　　　　　　　　　　　　　　　19：30～　雄神集会センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
②
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子宮がん（施設）検診について�
県内すべての婦人科で受診することができます。受
ける際には受診券が必要になります。�

受診券発行期間　10月22日（月）～26日（金）�

受診券発行場所　保健センター�

個 人 負 担 金　・頚部がん検診　　2,000円�
　　　　　　　　・頚体部がん検診　3,000円�

注）10／26に予定していましたポリオ予防接種は、�
　　10／31に変更となりました。�
　　（Ｈ7.4～Ｈ12.6生の該当者）�



「21世紀を健やかに生きる」�

［　　　　　　　　］�

児童扶養手当制度、特別児童扶養手当制度をご存じですか？�

児童扶養手当制度�
　児童扶養手当制度は、父母の離婚や父の死亡な
どにより父親と生活をすることができない18歳未
満の児童の健やかな成長を願って支給される手当
です。�
●手当月額　　児童１人　　　  42,370円�
　　　　　　　　　２人　　　  47,370円�
　　　　　　　　　３人以降　　3,000円加算�

特別児童扶養手当制度�
　特別児童扶養手当は精神や身体に中度以上の障
害をもつ、20歳未満の児童を養育している方に対
して支給される手当です。�
●手当月額　　障害児（１級）51,550円�
　　　　　　　　　　（２級）34,330円�
※等級は制度上定められている等級であり、身体
障害者手帳の等級とは異なります。�

20H13年／10月号�

ＩＴ講習受講者募集�

日　　時　11/１、２、６、７、８、９�
　　　　　午後７時～９時�
会　　場　ふれあいセンター　�
定　　員　先着20名�
対　　象　20歳以上の富山県在住の方�
内　　容　初めてパソコンを操作される方（文書  

作成、インターネット接続、電子メール
送受信）�

費　　用　無料�
申込方法　官製ハガキに下記必要事項を記入し、郵

送してください。�
郵 送 先　〒932－0314　庄川町青島3607�

教育委員会教務課「IT講習担当」宛�
〔裏面〕　住所、氏名、年齢、電話番号、職業�

たしかめて 火を消してから次のこと�

　全国火災予防運動が、11月９日（金）から11月15日
（木）まで実施されます。�
　これからの季節、だんだん寒くなり暖房器具を使
用する機会が増えるため、火災の危険が多くなりま
す。�
　ちょっとした不注意から火災を起こさないために
「火の用心」に心掛けましょう。�

第４回町読書感想文コンクール�
作品募集�

　読書の秋です。あなたのお好きな本を読んで、感
想文を書いてみませんか？�
　入賞者には表彰と賞品もあります。皆さんふるっ
てご応募ください。�
応募方法　原稿用紙２～３枚程度�
応募締切　11月30日（金）�
　詳しいことについては、図書館までお問い合わせ
ください。�
問 合 先　庄川町立図書館　�82－0266

庄川町功労表彰式・健康づくり�
コーナー＆文化講演会�

日　　時　11月３日（祝）　午後１時30分～�
場　　所　ふれあいセンター�
内　　容　庄川町功労表彰式�

国保優良高齢者表彰式�
健康づくりコーナー�
文化講演会�
　演題　『忘却の河』を書き終えて�
　講師　山田　和 氏�
山田　和 氏の紹介�
　庄川町出身・講談社ノンフィクション
受賞作家で「別冊文芸春秋」に庄川流木
事件を題材とした「忘却の河」を掲載さ
れました。�

いずれの手当も、住民課で認定の手続きが必要です。�
詳しいことについては、住民課住民福祉係までお問い合せください。　82－1902（内線128）�



「あなたのまちの幸せのために」�

親子・故郷への想いと　 �
新収蔵作品披露�

会　　期　11月11日（日）～18日（日）�
会　　場　ふれあいセンター全館�
応募条件　町民、または町内事業所に勤務する方�

①一般の部（高校生以上）�
②児童生徒の部（庄川小・中学生、保育
園児）�

募集区分　絵画、彫刻、工芸、書、写真、手芸�
出品点数　各部門一人１点�
出品規格�

①絵画／額表・軸装または枠張りとし、幅1.5ｍ以内�
②彫刻、工芸、芸／制限しない�
③書／額表・軸装または枠張りとし、幅1.5ｍ以内�
④写真／白黒、カラーとも４つ切り以上で、全て

額装・パネル張りとし、組写真は同一パ
ネル張り�

表彰区分〔各部門ごと〕�
①最優秀賞　　②優秀賞　　③準優秀賞�
募集期間　10月５日（金）から11月２日（金）�
申 込 先　第38回町美術展覧会実行委員会事務局�

ふれあいセンター内�
　82－5007　　82－6431

21 H13年／10月号�

善意の窓�
■福祉資金として�
▽庄川町青島  大伴一貴さん（亡父の供養に　10万円）�
�
　このご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効に活用
させていただきます。�

女と男の料理講座受講生募集�

平成１３年１０月１日から富山県�
最低賃金が改正されました！�

防火管理者（甲種）資格取得�
講習会の案内�

講 習 日　11月20日（火）と21日（水）の2日間�
受付期間　10月10日（水）から11月6日（火）まで�
講習会場　砺波広域圏消防本部（砺波市大辻501）�

※受講申請書は、井波庄川消防署にあり
ます。�

＊甲種とは？例えば役場やコメリなどのような大き
な施設のことをいいます。�
問 合 先　井波庄川消防署　　82－0119

赤い羽根共同募金に�
ご協力ください�

運動期間　10月1日から12月31日�

　昨年は100万円余りの募金が町民の皆さんから寄
せられました。その内、県共同募金会より85万円が
「小さなたまり場」の活動助成金として配分されま
した。�
　今年も皆さんのあたたかいご協力をお願いします。�
問合先　町社会福祉協議会内（共同募金会庄川支会）
　　　　　82－3520

　　　　　　　松村外次郎展�
10／20（土）～11／25（日） 庄川美術館�

ひと� ひと�

日　　時　10月22日（月）　午後７時～�
　　　　　11月15日（木）　午後７時～�
場　　所　いきいき館（働く婦人の家）�
講　　師　保健センター�

栄養士　松村純子�
内　　容　生活習慣病をテーマとした、美味しい料

理を作ります�
参 加 費　500円（一人１回分）※１回の受講も可�
申込期限　10月15日（月）�
申込・問合先　いきいき館（働く婦人の家）�

　82－5166�
※定員になり次第、〆切らせていただきますので　
お早めに申し込みください。�

第３８回町美術展覧会出品作品募集�

　外次郎の作品からは、自分を育んだ故郷への熱い
想いや、わが子に注ぐ親の深い愛情がにじみでてい
ます。�
　パリに留学し西洋に学びなが
ら、外次郎が追求したものは自
らの原点であるふるさとであり、
親の愛情であり、生きるものす
べてに対する思いやりという東
洋的な見方考え方でした。�
　今回、新収蔵作品（天の川・フ
ルーツ・すこやか）３点を披露す
るとともに親子・故郷への想い
をこめた作品を一堂に展示し、
豊かな外次郎の彫刻をご覧いた
だきます。�

「フルーツ」�

日　額　　5,151円　　　時間額　　   644円�
詳しいことについては、砺波労働基準監督署までお
問い合せください。　32－3323



ゆ
ず
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く
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ゆ
ず
香
ち
ゃ
ん� 介護保険制度Ｑ＆Ａ�

　各保育所の年長組を対象に剣道教室「５歳児

のつどい」を中学校武道館で行なっています。�

　日本手ぬぐいを頭に巻いた体操着姿の子ども

たちは、町剣友会　山本勇治先生指導のもと、

名前を呼ばれると一人ひとり元気に返事をして

いました。今回の教室では、立ち方や座

り方・礼の仕方から、足運びや竹刀の

持ち方、振り方までの指導を受けます。�

　12月まで４回教室を開催しますが、「剣

道は礼に始まり礼に終わる」の精神を

取り入れ、礼儀正しい元気な子に育って

くれたらと

思います。�

22H13年／10月号�

青島保育所�

立ち方や座り方、礼の仕方を教わる、子どもたち�

ケアポート庄川在宅介護支援センターより…�
�
　　　「ケアプラン」ってよく耳にすれけれど、
　　　「ケアプラン」って何？�
　　　簡単に言うと「介護計画書」と言って、
　　　要介護認定を受けた方が必要となるのよ。
「ケアプラン」がないと在宅サービスが利用で
きないのよ。「ケアプラン」は、本人や家族の
方も作れるし、専門的に勉強し一緒に考えて作
ってくれる人もいるのよ。その人のことを「ケ
アマネジャー」と言って、ケアポート庄川や役
場、病院などにある「居宅介護支援事業所」と
いう所にいらっしゃるのよ。�
�
　　　「ケアプラン」ってどうして必要なの？�
�
　　　例えば、一人でお風呂に入れなくなった
　　　とするでしょ。本人も入りたいし、家族
も入れてあげたいという思いがあれば、ケアマ
ネジャーは今の状況の中でできる事、考えられ
る入浴方法を助言してくれるのよ。どうしたら

本人にとって一番良い方法なのかを考えて本人、
家族が選択するために必要になってくるのよ。�
　これが「ケアプラン」介護の計画となるのよ。
体や生活全体の不都合さを抱えながら、「人間
らしく自分らしく生きていくために」一緒に考
えて作るのがケアプランなのよ。�

�

●平成13年8月末日までに庄川町で介護保険に

認定された方の内訳は下記のとおりです。�

�

�
�
�
�
�
�
・介護サービス利用者202人のうち在宅サービスの利用
者は147人で73%の利用率があり、施設サービス利用
者は55人で27%の利用状況です。�
　介護に係るご意見や質問は、住民課住民福祉係まで
お願いします。　82－1902（内線 126）�

介護度�

実人数�

割　合�

介護�
サービス�
利用者�

要支援�

15人�

7％�

12人�

計�

212人�

100％�

202人�

67人�

32％�

63人�

45人�

21％�

43人�

28人�

13％�

28人�

24人�

11％�

23人�

33人�

16％�

33人�

要介護�
１�

要介護�
２�

要介護�
３�

要介護�
４�

要介護�
５�



林  晴希くん�
（三谷）�

父…道晴　母…幸恵�

神下  弘輝くん�
（示野）�

父…正弘　母…美奈子�

神下  勝久くん�
（金屋）�

父…昌也　母…久美子�

金村  楓ちゃん�
（庄）�

父…潤一　母…和恵�

滝本  真くん�
（高儀新）�

父…和夫　母…美千代�

23 H13年／10月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�

はるき�

ひろき�

妹
の
加
奈
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ん
で
ネ
。�

かつひさ�

６
月
に
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

弟
の
面
倒
を
よ
く
み
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。�

かえで�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
く
ね
。�

しん�

三
度
の
飯
は
メ
ロ
ン
。
大
き
く
な
れ
る
の

か
な
？�

夏
の
思
い
出
の
海
と
お
祭
り
、
来
年
も
行

こ
う
ネ
。�

保

健婦
さんの

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
、
男
77
・

64
歳
、
女
84
・
62
歳
と
、
昨
年
よ
り

延
び
た
と
厚
生
労
働
省
か
ら
８
月
に

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
長
生
き
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
は

あ
り
ま
す
が
、「
長
生
き
し
て
も
、寝

た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
病
気
に
な
る

な
ら
長
生
き
し
た
く
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。�

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
る
期
間
を

短
く
し
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
、
心
と
体
、
血
管
や
足
腰
を
丈

夫
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
自
分
ら
し
く
生
き
、
充
実
し
た
高

齢
期
を
過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。�

健
康
長
寿
の
た
め
の
３
本
柱�

①
よ
く
歩
く�

　
老
化
は
足
腰
か
ら

き
ま
す
。
足
が
弱
っ

た
り
腰
が
痛
く
て
歩

き
に
く
く
な
る
と
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
り
寝
た
き
り

や
痴
呆
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
よ
く
歩
き
、
積
極
的
に
出

掛
け
る
機
会
を
見
つ
け
、
足
腰
の
老

化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。�

②
栄
養
を
十
分
に
と
る�

　
高
齢
に
な
る
と
、
食
欲
が
な
く
な

る
な
ど
全
体
の
食
事
量
が
減
り
、
た

ん
ぱ
く
質
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
年
を
と
っ
た
ら
、
肉
や
脂

っ
こ
い
も
の
を
食
べ
ん
ほ
う
が
い
い

ち
ゃ
」
と
、
食
べ
な
い
人
も
多
い
よ

う
で
す
。�

　
摂
り
す
ぎ
は
良
く
な
い
け
れ
ど
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
肉
や
魚
、
卵
や

大
豆
製
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
た
ん

ぱ
く
質
を
十
分
に
摂
る
こ
と
は
、
丈

夫
な
血
管
を
つ
く
り
、
貧
血
・
脳
卒

中
・
痴
呆
の
予
防
に
な
り
ま
す
。�

③
自
分
の
歯
で
食
べ
る�

　
歯
の
数
が
減
っ
た
り
入
れ
歯
に
な

る
と
、
や
わ
ら
か
い
も
の
に
か
た
よ

っ
た
り
、
よ
く
噛
め
な
い
た
め
胃
腸

に
負
担
を
か
け
食
欲
が
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
す
る
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
悪
く
な
り
、
体
力
・
気
力
が
落
ち

込
ん
で
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。�

　
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
で
、
食

べ
物
の
お
い
し
さ
、
味
、
香
り
や
歯

ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
お

い
し
さ
を
十
分
に
楽
し
み
な
が
ら
し

っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

　
噛
む
力
を
維
持
す
る
た
め
に
歯
の

手
入
れ
に
心
掛
け
、
80
歳
で
20
本
の

歯
を
残
せ
る
よ
う
歯
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。�

健
康
長
寿
で
、自
分
ら
し
い
生
き
方
を
！�



●町の人口（9月末日現在）●�

人　口　7,291（△  3）（△30）転入　16　157�

　男　　3,508（　  0）（△32）転出　11　178�

　女　　3,785（△  3）（＋  2）出生　  3　  39�

世帯数　2,038（＋  2）（＋  5）死亡　11　  59

累計�
（H13.1.1～）�前年比�前月比�
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庄
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（
郵
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号
九
三
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〇
三
九
三
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印
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／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
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〇
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H13年／10月号�

　
（
８
月
21
日
〜
９
月
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日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �
　今月は「敬老の日」にちなんだ行事
の取材で、たくさんのお年寄りとお
会いし、お話する機会をいただくこ
とができました。皆さんとてもお元
気で顔がつやつやしておられること
にびっくりする反面、うらやましい
という思いにもなりました。�
　これまでの人生での楽しかったこ
と、辛かったことなど、また合併前
の東山見村・雄神村の様子もお聞き
することが出来ました。特に戦中戦
後、子どもを抱えての辛かった生活
のお話をお聞きしたときには、胸が
熱くなりました。�
　このような先輩方の経験があった
からこそ今の日本があり、また庄川
町があることに感謝し、これからの
まちづくりに努めたいと思います。�
　手を合わせて長生きに感謝される
気持ちや周りの方々に感謝される気
持ちを見習い、私も50年後元気で謙
虚に、そしていつまでもかわいがら
れるおばあちゃんでいたいと思いま
した。�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
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田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
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氏�

ゆ
う
き�

し
お
り�

し
　
ほ�

あ
や
の�

り
　
り
　
か�

あ
や
か�

か
の
ん�

　
ダ
ム
の
右
岸
の
隅
に
、
小
さ
な
つ
り
橋
が
水
に
影
を
落
と
す
姿
は
あ
ま
り
に
美
し
い
。

つ
り
上
げ
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ー
が
描
く
線
と
、
橋
の
床
面
の
わ
ず
か
な
曲
面
の
バ
ラ
ン
ス

も
絶
妙
で
あ
る
。�

　
昔
、
こ
の
つ
り
橋
は
川
下
の
湯
谷
か
ら
二
ツ
屋
へ
の
道
の
大
切
な
橋
で
あ
っ
た
。
ダ

ム
工
事
の
た
め
に
一
時
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
昭
和
２
年
10
月
、
当
時
の
庄
川
水
力
電
気

㈱
に
よ
っ
て
架
け
替
え
ら
れ
た
。�

　
往
来
の
途
絶
え
た
古
道
の
つ
り
橋
は
、
今
日
も
道
行
く
人
々
の
目
を
と
ら
え
て
離
さ

な
い
。�
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夫
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氏
名�

　
小
　
牧
　
　
神
　
下
　
勇
　
介
　

　
青
　
島
　
　
（
松
村
）
み
ゆ
き�

　
金
　
屋
　
　
薮
　
　
　
仁
　
志
　

　
富
山
市
　
　
（
中
村
）
美
　
穂�

　
天
　
正
　
　
石
　
黒
　
一
　
憲
　

　
福
野
町
　
　
（
川
縁
）
し
の
ぶ�

　
　
庄
　
　
　
大
　
藏
　
外
志
樹
　

　
福
光
町
　
　
（
中
川
）
舞
　
子�

9／1
9／4

9／10
9／12

9／14
9／15

9／16
9／17

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

青
　
島
　  

品
川
　
章
彦
　
89�

金
　
屋
　  

山
本
　
と
よ
　
82�

　
庄
　
　  

新
町
　
め
さ
　
90�

金
　
屋
　  

坂
井
　
幸
雄
　
75�

金
　
屋
　  

吉
藤
　
義
男
　
73�

青
　
島
　  

石
黒
い
ず
み
　
34�

金
　
屋
　  

青
山
　
　
稔
　
88�

青
　
島
　  

島
田
　
義
雄
　
70
�

死
亡�

月
日�

8／22
9／1

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

石
田
由
太
郎
　
87�

青
　
島
　  

大
伴
　
　
勇
　
60
�

死
亡�

月
日�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

青
島
　
石
黒
　
優
希
　
男
　
寛
典�

古
上
野
　
清
水
　
彩
乃
　
女
　
康
次�

古
上
野
　
大
畠
　
夏
音
　
女
　
貢�

庄
　
　
西
元
　
志
織
　
女
　
剛�

三
谷
　
宮
田
莉
璃
華
　
女
　
剛�

金
屋
　
藤
田
　
彩
楓
　
女
　
忠
義�

金
屋
　
井
上
　
詩
穂
　
女
　
武�

8／12
8／14

8／16
8／25

8／30
9／1

8／11
出
生�

月
日�

湯谷から二ツ屋への古道の橋　湯谷つり橋付近�


